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　津田塾大学情報科学科 1 年生の英語演習の授業で希望者を募り、16 名が
調査に参加した。16 名を 8 名× 2 グループに分け、2 ヶ月間の英会話レッス
ンを受講してもらった。調査期間は前半グループが 2012 年 10 月中旬～ 12
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表3-1　オンライン英会話レッスン概要
レッスン時間 25 分 / 回
レッスン回数 原則 1 日 1 回を上限として受講可能
レッスンスタイル 講師と一対一
レッスン内容 1. オンライン英会話が提供するテキスト教材
 Basic または Standard のレベルを選択し、教材をブラウザで閲
覧または PDF 形式でダウンロードし内容を理解する
2. ニュース












識を調査するために、学生には 10 月、12 月、3 月の計 3 回、以下のテスト
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1） Oxford Online Placement Test
　Oxford Online Placement Test[3] は、英語能力を測定するテストであり、ク
ラス分けのための基準として実施されることが多いテストである。テストは




ンについて、それぞれ 0 ～ 120 点のスコアとともに、CEFR（ヨーロッパ言語

















　質問項目は、Dörnyei[6] を参考にし、以下の 5 観点に対応した、各観点 2
または 3 項目、全 14 項目からなる。全項目は付録のとおりである。
・ 「第二言語コミュニティへの姿勢・態度」（3 項目）
・ 「言語不安」（3 項目）




・ 「文化的興味（cultural interest）」（2 項目）
　2）、3）のアンケート調査は、オンライン LMS である moodle 上で実施し、







　2 か月間の調査期間におけるレッスン回数の平均 36.6 回、最も少ない学生
で 13 回、最も多い学生で 54 回であった。図 4-1 から学生のレッスン回数は

















　Motivation アンケートの各質問項目は 1 ～ 5 点の間隔尺度として扱う。5
要因の質問項目数は各 5 項目と、すべて同数であるため、質問項目の素点を
利用して、事前調査と事後調査の比較を行う。1 要因に対する素点は最大 25











表 4-1　Motivation アンケート 基本統計量
（事前調査） 無動機 外的調整 取入的調整 同一視的調整 内発的動機
平均値 12.13 19.00 18.94 24.31 19.75 
分散 21.18 10.80 3.53 1.43 3.80 
標準偏差 4.60 3.29 1.88 1.20 1.95 
歪度 0.54 -0.37 0.40 -1.84 1.20 
尖度 2.18 2.54 2.47 5.27 4.42 
中央値 10.50 19.00 18.50 25.00 19.50 
（事後調査） 無動機 外的調整 取入的調整 同一視的調整 内発的動機
平均値 11.19 20.00 19.81 24.31 21.00 
分散 15.90 14.13 12.96 1.83 5.73 
標準偏差 3.99 3.76 3.60 1.35 2.39 
歪度 0.13 -1.38 -1.16 -2.26 -0.21 
尖度 2.05 4.27 4.48 7.53 1.72 
中央値 12.00 21.00 20.50 25.00 21.00 
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2）英語に対する意識アンケート結果
　英語に対する意識アンケートの各質問項目は 1 ～ 5 点の間隔尺度として扱
う。各観点の質問項目数が異なるため、各観点に対する平均点を求め、事前




の方が対応のある T 検定により有意に高かった（言語的興味：p=0.027<0.05, 





（事前調査） 姿勢・態度 言語不安 言語的興味 自文化中心 文化的興味
平均値 3.50 4.04 3.67 3.42 3.47 
分散 0.68 0.53 0.70 0.41 0.98 
標準偏差 0.83 0.73 0.83 0.64 0.99 
歪度 0.81 -0.40 -0.29 -0.80 0.10 
尖度 -0.45 0.61 -0.97 0.65 -1.15 
中央値 3.17 4.00 3.67 3.50 3.25 
（事後調査） 姿勢・態度 言語不安 言語的興味 自文化中心 文化的興味
平均値 1.17 1.35 1.22 1.14 1.73 
分散 0.08 0.06 0.08 0.05 0.25 
標準偏差 0.28 0.24 0.28 0.21 0.50 
歪度 0.81 -0.40 -0.29 -0.80 0.10 
尖度 -0.45 0.61 -0.97 0.65 -1.15 
中央値 1.06 1.33 1.22 1.17 1.63 
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調査項目 3：英語力の変化
　Oxford Online Placement Test の受験結果のうち、120 点満点の総合スコア
の結果について述べる。事前調査でのスコアと事後調査でのスコアの変化を























































































































































































































＋ ニュース教材では、リーディング力、リスニング力、コミュニケーション力の 3 つの
力を同時に高めることができたので良かった























　4 で述べたとおり、半数以上の学生が 2 日に 1 回英会話レッスンを受講し
たが、分散が 241.18 であり、ばらつきが非常に大きい。そこで、どういっ
た学生が英会話レッスンを多く受講したかを分析するために、Motivation ア
ンケートの 5 要因の平均点、英語に関する意識調査の 5 観点それぞれの平均
点の、10 項目について、k-means 法で 2 つのクラスター A, B に分類した。ク
ラスター A は、英語に関する意識が総じて高く、英語を「興味の対象」と捉
えていることが特徴である。また、クラスター B は、英語を「勉強」と捉え
ていることが特徴である。図 5-1 に、事前の Oxford Placement Test のスコア
とレッスン回数の相関を示す。図中の●がクラスター A、▲がクラスター B
の学生である。クラスター A では、事前スコアとレッスン回数の相関係数















た。利用した事前調査の結果は、事前の Oxford Placement Test のスコアを正
規化したもの、Motivation アンケートの 5 要因それぞれの平均点、英語に関
する意識調査の 5 観点それぞれの平均点の、11 項目である。ステップワイ
ズ法の結果、6 つの説明変数による重回帰式が得られた（表 5-1）。調整済み
決定係数は 0.4384 であった。6 つの説明変数のうち、「取り入れ的調整」「文
化的興味」が大きくマイナスに寄与し、「内発的動機」「第二言語コミュニティ







Estimate Std.Error t-value Pr(>|t|)
(Intercept) -0.71 1.25 -0.57 0.58
内発的動機 0.44 0.38 1.16 0.28 
取り入れ的調整 -0.56 0.31 -1.80 0.11 
姿勢・態度 0.39 0.18 2.22 0.05 .
言語的興味 0.31 0.23 1.36 0.21 
文化的興味 -0.43 0.16 -2.66 0.03 *
事前スコア 0.20 0.16 1.22 0.25 













Estimate Std.Error t-value Pr(>|t|)
(Intercept) 243.39 53.21 4.57 0.0010 **
内発的動機 -8.92 6.90 -1.29 0.23 
同一視的調整 -53.71 10.67 -5.03 0.0005 ***
取り入れ的調整 16.82 7.80 2.16 0.06 .
姿勢・態度 4.21 3.19 1.32 0.22 
言語的興味 -8.19 3.96 -2.07 0.07 .
217299_津田塾紀要_no46-4校0305.indb   228 2014/03/05   19:58:11
ビデオチャットを利用した英会話レッスンの効果について　　　229
（「***」 Pr<0.001、 「**」 Pr<0.01、 「*」 Pr<0.05、 「.」 Pr<0.1）
6．まとめ


















































［3］ Oxford Online Placement Test,  http://www.oxfordenglishtesting.com/ （最終アクセス  2013.11.9）
［4］ Council of Europe,  http://www.coe.int/t/dg4/linguistic/CADRE1_EN.asp　（最終アクセス  2013.11.9）
［5］ 外国語学習者の動機づけを高める理論と実践、廣森友人著、東京 : 多賀出版、 2006.11
［6］ Motivation and Second Language Acquisition, Zoltán Dörnyei, Univ of Hawaii Pr, 2001




















































文化的興味 Cultural Interest（2 項目）
13 英語圏の音楽が好きだ
14 英語の新聞、雑誌、本が好きだ
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